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*決算サマリー

*業績予想

*セグメント別詳細説明

*経営上の取組事項

説明内容       説明内容



エンジン計測システム好調、半導体システム後半急回復エンジン計測システム好調、半導体システム後半急回復

効率経営の推進（ROE             効率経営の推進（ ２％→ROE ２％ ５％）→５％）

キャッシュフロー重視経営の継続

売上高、営業・経常・当期利益過去最高額を計上
収益性改善（営業利益率７.０％→８.１％）
税負担率の改善（６９％→５３％）、当期利益２.６倍

キャッシュフロー重視経営の継続

２００４年３月期連結決算概要

営業キャッシュフロー５７億円計上
社債償還（９０億円）による現預金減少

総資産の圧縮 （１,００５億円→９２６億円）
有利子負債削減 （３３２億円→２１４億円）

       ２００４年３月期 連結決算概要

P/LP/L

C/FC/F

B/SB/S



２００４年３月期連結業績       ２００４年３月期連結業績

実績実績 実績実績 増減増減

2003年2003 3年 月期3月期 2004年2004 3年 月期3月期

売上高売上高 785785 　 850 850 　 +65 +6
(+
5 　
8.4(+8 ％.4 )％) 　

営業利益営業利益 54 54 　 68 68 　 +14+14 
(+
　

25.1(+2 ％)5.1％) 　

営業利益率営業利益率 7.0％7.0％ 8.1％8.1％ +1.1P+1.1P 

経常利益経常利益 37 37 　 55 55 　 +18 +1
(+
8 　
48.6(+4 ％)8.6％) 　

当期利益当期利益 7 7 　 20 20 　 +13 +1
(+
3 　

164.0(+1 ％)64.0％) 　

ROEROE 2.0％2.0％ 5.0％5.0％ +3.0P

（金額：億円）

+3.0P 

（金額：億円）   



セグメント別業績概要       セグメント別業績概要

エンジン

2
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エンジン
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（
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51（5 ％）分析 1％）

1
分析

0
（
10
15（1 ％）

医用

5％）

1
医用

5
（
15
22（2 ％）

半導体

2％）

8
半導体

8
（� 12％）（12％）

売上高売上高 11.6�1 ％増1.6％増

売上高売上高 ��8.8％増���8.8％増

売上高売上高 ��8.5％増���8.5％増

売上高売上高 ��2.6％増���2.6％増

営業利益営業利益 10.7��1 ％増0.7％増

営業利益営業利益 33.0��3 ％増3.0％増

営業利益営業利益 ��8� .4��8％増.4％増

営業利益営業利益 4�04.84 ％増04.8％増

対
前
年
比

対
前
年
比

エンジンエンジン

分析分析

医用医用

半導体半導体

セグメント別 金額・構成比セグメント別�金額・構成比

売上高

85
売上高

0850
営業利益

68
営業利益

（金額：億円）

68

（金額：億円）   



*業績予想

*決算サマリー

*セグメント別詳細説明

*経営上の取組事項

説明内容       説明内容



２００５年３月期連結業績通期計画       ２００５年３月期 連結業績通期計画

実績実績 予想予想 増減増減

2004年2004 3年 月期3月期 2005年2005 3年 月期3月期

売上高売上高 850 850 　 900900 　 +50+50 
(+5.8
　
％(+5.8 )％) 　

営業利益営業利益 68 68 　 72 72 　 +4 +4 
(+5.
　
1％(+5.1 )％) 　

営業利益率営業利益率 8.1％8.1％ 8.0％8.0％ ▲0.1P ▲0.1P 
経常利益経常利益 55 55 　 6060 　 +5+5 

(+
　

7(+ .27 ％).2％) 　

当期利益当期利益 20 20 　 26 26 　 +6 +6 
(+
　

2(+ 5.2 4％)5.4％) 　

ＲＯＥＲＯＥ 5.0％5.0％ 5.7％5.7％ ＋0.7P ＋0.7P 
２００４年想定為替レート　２００４年想定為替レート　 ＵＳ＄＝１０５円�ＵＳ＄＝１０５円 ＥＵＲ＝１２８円

(
���ＥＵＲ＝１２８円

２００３年度実績）(２００３年度実績） ＵＳ＄＝１１６円            ＵＳ＄＝１１６円 　ＥＵＲ＝１３１円   　ＥＵＲ＝１３１円
円円円円高高高高のののの影影影影響響響響    →→→→    １１１１円円円円ににににつつつつききききドドドドルルルル    ３３３３，，，，２２２２００００００００万万万万円円円円、、、、ユユユユーーーーロロロロ    ２２２２，，，，７７７７００００００００万万万万円円円円

（金額：億円）

    営営営営業業業業減減減減益益益益

（金額：億円）   



２００５年３月期セグメント別業績予想�������２００５年３月期セグメント別業績予想

売上高売上高 前期比前期比 営業利益営業利益 前期比前期比

エンジンエンジン

分析分析

医用医用

半導体半導体

合計合計

236236　 +0.1+0 ％.1％� 32�32�　

289289　 ▲1▲ .81 ％.8％� ��8��8�　

181 686　 +7+ .5％7.5％� 12�12�　

181 989　�+2�+8.02 ％8.0％� 20�20�　

900900　 +5.8+5. ％8％� 72�72�　

▲8▲ .28 ％.2％

▲21.7▲ ％21.7％

▲2▲ 0.42 ％0.4％

+139.5+ ％139.5％

+5+ .1％5.1

（金額：億円）

％

（金額：億円）   



*決算サマリー

*セグメント別詳細説明

*業績予想

*経営上の取組事項

説明内容       説明内容



トータルソリューション提供により収益性を高める

単なる分析・計測にとどまらず、システム全体の

トータルソリューション提供により収益性を高める

制御を含む、より付加価値の高いサービスを提供
単なる分析・計測にとどまらず、システム全体の
制御を含む、より付加価値の高いサービスを提供

全社事業戦略       全社事業戦略

４つのセグメントをバランスよく成長させる

全社ベースの業績振れ幅を抑え、経営を安定化

４つのセグメントをバランスよく成長させる

セグメント間のスムースなリソース移動が可能

全社ベースの業績振れ幅を抑え、経営を安定化

セグメント間のスムースなリソース移動が可能

効率経営を推進効率経営を推進



連結セグメント別売上高・営業利益率推移       連結セグメント別売上高・営業利益率推移

世界レベルの排ガス規制強化世界レベルの排ガス規制強化
新車開発投資を背景に新車開発投資を背景に
自動車メーカ向け売上好調自動車メーカ向け売上好調

２００４年３月期２００４年３月期

国内向け需要高水準持続
アジア・欧州向け伸長
国内向け需要高水準持続

円高予想により減益
アジア・欧州向け伸長
円高予想により減益

２００５年３月期２００５年３月期

エンジンエンジン

売上高 営業利益率

9.3％

14.9

236

179

203 211
235

04 ‘301‘3 02‘3 03‘3

％

5.2

05‘3(予)

％

14.8％
13.6％

（金額：億円）



　　新分野（燃料電池）への積極投資　　新分野（燃料電池）への積極投資

　　排ガス規制分野で世界のデファクトスタンダードであり続ける

●

　　排ガス規制分野で世界のデファクトスタンダードであり続ける

自動車排ガス規制強化（日本：２００５年、欧州：２００５年、米国：２００７年実施）
●
●�
● オートバイ規制（中国：２００４年実施）�
●

市場規模　数億円
● ノンロード規制強化（日本：２００４年秋船舶排ガス法制化予定）� 市場規模　３０億円

排ガス計測の枠を超え、より良いエンジン開発のために排ガス計測の枠を超え、より良いエンジン開発のために

エンジン       エンジン 主
力
製
品

主
力
製
品

世界

エンジン排ガス測定装置エンジン

８０％
排ガス測定装置

●

８０％

直接販売によるヒット率の高い製品開発
●
●�
● 排ガス以外の分析ニーズ掘り起こし

●

�

● 燃料電池評価システムの市場投入
●
�
● 本社内に燃料電池評価用ラボ建設
　　　　　　　　　　　　　　　　　（右写真）
�

　　自動車メーカが求める分析ニーズを確実に取り込む　　自動車メーカが求める分析ニーズを確実に取り込む

燃料電池分野
エンジン開発コンサルティング
燃料電池分野

エンジン開発コンサルティング



１５０億円１５０億円５０億円５０億円

データ解析データ解析

オートメーション

（実験自動化）
オートメーション

（実験自動化）

現状市場規模現状市場規模

計測計測

市場カテゴリ市場カテゴリ 排ガス規制排ガス規制パワートレイン開発パワートレイン開発
新車新車

Ｉ
Ｔ
化

Ｉ
Ｔ
化

５０億円５０億円

受託計測
コンサルティング
受託計測

コンサルティング新技術新技術

★★★ ★ ★★ ★★ ★★★

（市場規模は堀場製作所推計）

★★

排ガス計測の枠を超え、より良いエンジン開発のために排ガス計測の枠を超え、より良いエンジン開発のために

エンジン       エンジン

４００億円４００億円

エンジンエンジン

OEMビジネスOEM
（センサー）
ビジネス

（センサー）

中期成長性中期成長性

１５０億円１５０億円

中古車中古車

３０億円３０億円

ノンロードノンロード

付
加
価
値

付
加
価
値

主
力
製
品

主
力
製
品

世界

エンジン排ガス測定装置

８０％
エンジン排ガス測定装置

８０％

燃料電池
水素ガス
燃料電池

計測
水素ガス

リカルド－ホリバ

計測

協業
リカルド－ホリバ

エンジン開発用

協業
統合ソフト
エンジン開発用

[
統合ソフト
ＳＲＨ社（ＪＶ）[ ]ＳＲＨ社（ＪＶ）]

日米欧に
自社ラボ運営
日米欧に
自社ラボ運営

排ガス計測
車載型排ガス

排ガス計測

計測システム
車載型排ガス
計測システム



連結セグメント別売上高・営業利益率推移       連結セグメント別売上高・営業利益率推移

国内第５次水質総量規制向け国内第５次水質総量規制向け
排水モニタリング装置好調排水モニタリング装置好調
競争激化により利益圧迫競争激化により利益圧迫

２００４年３月期２００４年３月期

水質総量規制関連需要一巡
有害物質検出用Ｘ線分析装置
水質総量規制関連需要一巡

ナノテク用分析装置伸長
有害物質検出用Ｘ線分析装置
ナノテク用分析装置伸長

２００５年３月期２００５年３月期

分析分析

売上高 営業利益率

3.7％ 2.8

289

228
252
270

294

％3.5

04 ‘301 ‘3 02 ‘3 03 ‘3

％

1.8％

2.8

05 ‘3(予)

％ 2.8％

（金額：億円）



　　理化学（売上８６億円） 規制市場への対応　　理化学（売上８６億円）��規制市場への対応

分析       分析
理化学・環境・工業計測のスペシャリスト理化学・環境・工業計測のスペシャリスト

主
力
製
品

主
力
製

粒度分布測定装置

品

粒度分布測定装置

国内４０％
４０％

分析セグメント売上２９４億円（２００３年度）分析セグメント売上２９４億円（２００３年度） 主
力
製
品

主
力
製

分光器用

品

ｸﾞﾚｰﾃｨﾝｸﾞ分光器用 ｸﾞﾚｰﾃｨﾝｸﾞ

世界
３３％３３％

主
力
製
品

主
力
製

水質汚濁分析装置

品

水質汚濁分析装置

国内
４０％４０％

環境ＪＹ 環境

理化学

ＪＹ

理化学

WEEE-ROHS指令(グリーン調達に関する欧州規制)● 
ELV指令(使用済自動車リサイクル法)● 

　　環境（売上１０５億円） 成熟市場に対してコストダウン新製品で対抗　　環境（売上１０５億円）��成熟市場に対してコストダウン新製品で対抗

新製品投入により、煙道排ガス測定事業のシェアアップによる利益確保● 

　　ジョバンイボン（売上１０３億円） ナノテク分析市場向け拡大　　ジョバンイボン（売上１０３億円）��ナノテク分析市場向け拡大

国内販売拡大（前期１９億円→今期２７億円）● 
カーボン・ナノチューブ構造解析・投薬効果の細胞レベル解析 etc.● 



連結セグメント別売上高・営業利益率推移       連結セグメント別売上高・営業利益率推移

中小型血球計数装置向け中小型血球計数装置向け
試薬販売堅調試薬販売堅調

２００４年３月期２００４年３月期

大型血球計測装置・生化学用
診断装置売上拡大
大型血球計測装置・生化学用

開発投資・販売費増で減益
診断装置売上拡大
開発投資・販売費増で減益

２００５年３月期２００５年３月期

医用医用

売上高 営業利益率

8.7

124

145
159

186
173

％

0

04 ‘301 ‘3 02 ‘3 03 ‘3 05 ‘3(予)

％

4.6％

8.7％

6.5％

（金額：億円）



医用       医用
血球計測市場から生化学・免疫市場への展開血球計測市場から生化学・免疫市場への展開

主
力
製
品

主
力
製

血球計数装置

品

血球計数装置

世界

８％８％

　　血球計測装置大型市場、生化学市場への新製品積極投入

●

　　血球計測装置大型市場、生化学市場への新製品積極投入

今期は販売促進費・研究開発費増加により減益見込み
●
●�
● 来期以降は第２の成長ステージへ�

受注は
好調な滑り出し
受注は
好調な滑り出し

　　国内市場

●

　　国内市場

血糖値計測市場へ本格参入（三共より事業買収）・独自製品投入●�

　　バイオ分野への展開

農薬・環境ホルモン検査市場へ製品投入

バイオセンサ技術を応用し、超小型高機能分析デバイス開発

　　バイオ分野への展開

短期短期

中長期中長期

　　中長期ターゲット（２００８年－ＡＢＸ創立２５周年時）

●

　　中長期ターゲット（２００８年－ＡＢＸ創立２５周年時）

収益性の高い検査試薬の比率４５％→６０％にアップ
●
●�
● 市場規模の大きい生化学分野の比率１５％→２５％にアップ�

営業利益率
１５％ターゲット
営業利益率
１５％ターゲット



中・小型
血球計数装置
中・小型
血球計数装置

２千億円２千億円 １千億円１千億円市場規模市場規模 １兆円１兆円

大病院
検査
大病院
センター検査センター

中小病院中小病院

開業医開業医

病棟・手術場
（ＰＯＣＴ）
病棟・手術場
（ＰＯＣＴ）

検査カテゴリ検査カテゴリ 免疫免疫
血液血液

１兆円１兆円

生化学生化学 血球計測血球計測 凝固凝固

Ａ
Ｂ
Ｘ

Ａ
Ｂ
Ｘ

Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ａ

Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ａ

病
院
病
院

血球検査システム
（自社開発）
血球検査システム
（自社開発）

ぜん息薬測定

ＣＲＰ計測

ぜん息薬測定

（炎症検査）
ＣＲＰ計測
（炎症検査）

小型生化学

血糖値測定

小型生化学

（三共より買収）
血糖値測定
（三共より買収）

生化学分析装置
（ロシュ社：
生化学分析装置

MIIRA（ロシュ社：
自社開発製品）

MIIRA
自社開発製品）

中・小型
血球計数装置
中・小型

凝固試薬

血球計数装置

（ＢＩＯ‐ＰＥＰ社）

凝固試薬
（ＢＩＯ‐ＰＥＰ社）

医用       医用
血球計測市場から生化学・免疫市場への展開血球計測市場から生化学・免疫市場への展開

主
力
製
品

主
力
製

血球計数装置

品

血球計数装置

世界

８％８％



半導体市場年度後半急回復半導体市場年度後半急回復
半導体製造装置向け半導体製造装置向け
ガス流量制御装置好調ガス流量制御装置好調

２００４年３月期２００４年３月期

連結セグメント別売上高・営業利益率推移       連結セグメント別売上高・営業利益率推移

半導体市場高水準持続
年度後半は減速を想定
半導体市場高水準持続
年度後半は減速を想定

２００５年３月期２００５年３月期

半導体半導体

売上高 営業利益率
13.8％

1.1

245

143 143
147

％

189

-6.6％

5.7％

1.1

04 ‘301 ‘3 02 ‘3 03 ‘3 05 ‘3(予)

％

10.6％

（金額：億円）



　　半導体製造装置周辺のトータルな分析・制御ソリューションを提供　　半導体製造装置周辺のトータルな分析・制御ソリューションを提供

　　確実な需要の取り込みと短納期生産対応　　確実な需要の取り込みと短納期生産対応

半導体プロセスチャンバー周辺のトータルソリューション提供半導体プロセスチャンバー周辺のトータルソリューション提供

半導体       半導体

マスフローコントローラマスフローコントローラ

世界
３５％３５％主

力
製
品

主
力
製
品

販売 日本・アジア販売 デバイスメーカへの標準採用働きかけ
北米

    
　製造装置メーカ要求スペックと納期への対応        

生産

●

生産

● シリコンサイクルの恩恵を確実に享受するビジネスモデルの強化
（次世代マスフローコントローラの開発推進）
●

 

● 新規需要開拓に向けたオンリーワン製品群の市場投入
　（残留ガス分析計、真空計）
 

２００３年後半　日本・アジア市場急回復２００３年後半　日本・アジア市場急回復

２００４年　北米市場本格回復２００４年　北米市場本格回復

人員シフト、精密部品の調達促進



圧力センサ技術取得
新型ＭＦＣ開発
圧力センサ技術取得
新型ＭＦＣ開発

フガシティ社フガシティ社

世界独占販売権取得世界独占販売権取得

フェラン社製品フェラン社製品

半導体プロセスチャンバー周辺のトータルソリューション提供半導体プロセスチャンバー周辺のトータルソリューション提供

Ｓ
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Ｅ
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製
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Ｔ
Ｅ
Ｃ
製

マ
ス
フ
ロ
ー
コ
ン
ト
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ー
ラ

マ
ス
フ
ロ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

ターボポンプターボポンプ ドライポンプ

排気制御バルブ

ドライポンプ

ガス

気化器

ガス

液体液体

半導体       半導体

マスフローコントローラマスフローコントローラ

世界
３５％３５％主

力
製
品

主
力
製
品

Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ａ
製

Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ａ
製��

薄
膜
分
析
装
置

薄
膜
分
析
装
置

プロセスチャンバープロセスチャンバー

ＲＧＡＲＧＡ  残留ガス分析計残留ガス分析計

CDG�CDG�キャパシタンス型真空計キャパシタンス型真空計
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Ｅ
Ｃ
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製��
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用

液
体
用
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*決算サマリー

*業績予想

*経営上の取組事項

*セグメント別詳細説明

説明内容       説明内容



リスク情報の社外への適切な開示
������-�社内のシステム作りとオープンコミュニケーション
●

企業の誠実さ・透明性調査
　（インテグレックス社）
●�

「One�Company経営」の推進●

B/S、C/F重視の経営推進
������-�B/S健全化（リスク資産の償却推進、有利子負債削減）
●

不採算事業のテコ入れ
������-�ターンアラウンドプロジェクト継続推進
●�

経営上の重点取組事項 ～     経営上の重点取組事項  ～ 企業価値向上を目指して 企業価値向上を目指して

企業責任、コンプライアンス重視企業責任、コンプライアンス重視

経営システムの変革経営システムの変革

投資効率の改善投資効率の改善

調査回答企業 ８７７社中３３８位調査回答企業�８７７社中３３８位



HORIBAグループは、統一されたブランドの下、

ビジョン・戦略を共有し、One Companyとして、

グループの企業価値・利益最大化を追求する

HORIBA GROUP is One CompanyHORIBA GROUP is One CompanyHORIBA GROUP is One Company

具体的な取り組み

●

具体的な取り組み

● グループバーチャル組織の設置

●

 

● 「HORIBA」ブランドへの統一

●

 

● 会計系統一に向けた準備作業推進 

「One Company       「 経営」の推進One Company経営」の推進



経営システムの変革       経営システムの変革

半導体半導体

エンジンエンジン

分析分析

医用医用

営業利益率営業利益率

ＲＯＥＲＯＥ

国内国内

海外海外

売上高売上高

従業員比率従業員比率

ＡＢＸ・ジョバンイボン社
買収前（
ＡＢＸ・ジョバンイボン社

’買収前（ 96.3’ ）96.3 ）
ＡＢＸ・ジョバンイボン社
買収後（
ＡＢＸ・ジョバンイボン社

’買収後（ 99.3’ ）99.3 ）
現在（’現在（ 04.3’04.3 ） ）

海外勤務　　海外勤務　　
　　　経験者数　　　　経験者数　
（堀場製作所）

32%

（堀場製作所）

68%

32%

39%
68%

12%

39%

34%

12%
15%

34% 28%

15%

35%

28%

20%

35%

17%
20%
17%

6.6%6.6%

2.0% 1.5%2.0% 5.0%1.5%

8.1%

5.0%
4.3%

8.1%
4.3%

52%52%

406億円
675

406億円
億円

850

675億円

億円850億円

23%23%
49%49%

76人 8476人 人 11684人 人116人



従来の事業運営体制       従来の事業運営体制

アジアアジア

欧州欧州

堀場製作所堀場製作所

ＡＢＸＡＢＸ堀場系子会社堀場系子会社 エステックエステック      ジョバンイボンジョバンイボン       

米州米州



半導体半導体エンジンエンジン 分析分析 医用医用

エグゼクティブ　コミッティ
（最高経営決定機関）
エグゼクティブ　コミッティ
（最高経営決定機関）

今後の事業運営体制       今後の事業運営体制

管理シェアドサービス管理シェアドサービス

管理シェアドサービス管理シェアドサービス

管理シェアドサービス管理シェアドサービス

コーポレート機能コーポレート機能

アジアアジア

欧州欧州

米州米州



半導体半導体エンジンエンジン 分析分析 医用医用

エグゼクティブ　コミッティ
（最高経営決定機関）
エグゼクティブ　コミッティ
（最高経営決定機関）

今後の事業運営体制       今後の事業運営体制

管理シェアドサービ
ス

管理シェアドサービ
ス

管理シェアドサービ
ス

管理シェアドサービ
ス

管理シェアドサービス管理シェアドサービス

コーポレート機能コーポレート機能

アジアアジア

欧州欧州

米州米州

　●　● グローバル市場に対する戦略的かつ効率的な経営�
　●
グローバル市場に対する戦略的かつ効率的な経営

　● 少数精鋭のコーポレート機能の強化�少数精鋭のコーポレート機能の強化
　　 財務・人事・法務・知財・購買・� IT財務・人事・法務・知財・購買・ etc・・・IT　etc・・・
●　● 将来的な会社統合・再編成�将来的な会社統合・再編成
　　 ロスのないグローバルレベルのタックスプランニング�ロスのないグローバルレベルのタックスプランニング

「One�Company経営」のメリット「One�Company経営」のメリット



0

600

1200

’02.3 ’ ’04.3 ’05.3 ’03.3 06.3

（億円（億円
））

連結売上高・営業利益率・ROE計画       連結売上高・営業利益率・ROE計画

営業利益率

10
営業利益率

％10％

7.0％7.0％

半導体半導体

エンジンエンジン

分析分析

医用医用

2.0％2.0％

ROE
8
ROE
％8％

売上高

1000
売上高

億円

900億円
850億円

1000億円

8.0％8.0％8.1％

売上高：785億円

8.1％

5.0％5.0％ 5.7％
5.7％

● 半導体市場の好調維持●�
●
半導体市場の好調維持
● 医用新製品の順調な立ち上がり�医用新製品の順調な立ち上がり

計画達成のための条件計画達成のための条件



End...End...



免責事項

本プレゼンテーション資料には、株式会社堀場製作所の業績、
戦略、事業計画などに関する将来的予測を示す記述および資料
が記載されております。

これらの将来的予測に関する記述および資料は過去の事実では
なく、発表時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した予測
です。

また経済動向、他社との競争状況、為替レートなどの潜在的リ
スクや不確実な要因も含まれています。その為、実際の業績、
事業展開または財務状況は今後の経済動向、業界における競争
、市場の需要、為替レート、その他の経済・社会・政治情勢な
どの様々な要因により、記述されている将来予測とは大きく異
なる結果となる可能性があることをご承知おき下さい。


